
 

 

 

 

 

 

 

 

(Ⅰ) 一般テーマ  

次の設問について、1200字以内で述べなさい。  
 

 

 

民間調査機関における、調査士の仕事と文化財保護の立場について、

自らの経験を踏まえて述べなさい。  

 

 

 

 

  

 氏    名   Ⅰ  Ⅱ  計  

A-    
   

平成30年度 
 

埋蔵文化財調査士 
 

資 格 試 験 

 小 論 文 答 案 用 紙  

試験日： 平 成 30 年 9 月 1 日 （ 土 ）  

会 場 ： 東 京 御 茶 ノ 水 「 連 合 会 館 」  

公 益 社 団 法 人  

受験番号  
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(Ⅱ) 専門テーマ  

次の設問から 1問を選び、1200字以内で具体的に述べ

なさい。  

 

① 調査士補の資格取得後、新たに学習した技術や知識について、その成

果を具体に示し、今後は調査士としてその成果をどのように活用する

か述べなさい。  

② 発掘調査において、様々な分野との連携が必要となっているが、調

査・測量・分析・保存科学分野などでの具体的な例を述べなさい。  

 

※記述する設問の番号を氏名の後に明記すること 

 

 

 氏   名  記述する設問の番号   Ⅱ  

A-  
  

 
 

平成30年度 

埋蔵文化財調査士 
 

資 格 試 験 

 小 論 文 答 案 用 紙  

試験日： 平 成 30 年 9 月 1 日 （ 土 ）  

会 場 ： 東 京 御 茶 ノ 水 「 連 合 会 館 」  

公 益 社 団 法 人  

受験番号  


